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「代表授業（６年２組：国語科）」
あいにくの台風接近により、金曜日から木曜日に急遽前倒しで行われた
今回の研究授業。慌ただしいスケジュールの中、実践を公開してくれた
のは、北小学校のエース・池村和眞教諭と６年２組の皆さんです。
授業では、電子黒板をフルに活用した最先端の「令和型授業スタイル」が

展開されました。最新のICT機器を効果的に使いこなし、スライドを活用し

てテンポよく進めることで、板書にかかる時間を最小限に抑え、児童が思考
する時間を十分に確保していました。また、多様な意見を交わす協働的な学
びの場面では、主体的に考えを深め合う児童の頼もしい姿が印象的でした。
急な変更にも動じず、普段どおりの学びを見せてくれた

６年２組の皆さんと見事な指導力を発揮された池村教諭に

心からの拍手を送りたいと思います。
☆和眞先生へのインタビュー【Q、好きな言葉と小学校の頃の夢は？】

A、優しさは世界を救う A、プロサッカー選手

「泳力調査!!」
○３年生： ０％
○４年生： ５％
○５年生：２１％
○６年生：４９％
世界に誇る「宮古ブルー」の海が広がる宮古島。
将来、シュノーケリングで美しい珊瑚や熱帯魚と戯
れることは、子供たちの憧れです。
面浮きはできても、息継ぎを伴う泳ぎとなると難
易度が上がります。上達の極意は、脱力して体を浮
かべ、息を短く強く吐ききることです。
昨年より１ｍでも記録を伸ばし、中学校卒業までに全

員が２５ｍ泳げるようになることを期待しています。

【１学期終了】
いよいよ長くて楽しい夏休みが始まります。
１学期間、学校の教育活動にご理解とご協力
をいただき、ありがとうございました。
子供たちには「よく学び、よく遊んで」一
回り大きくなって戻ってきてほしいです。同
時に、せっかくの時間だからこそ、何かひと
つ「毎日続けられること」を見つけてほしい
と願っています。ラジオ体操でも、自主学習
でも、家のお手伝いでも、何でもかまいませ
ん。ただ、「続ける」ということは、大人で
も簡単なことではありません。だからこそ、
地道にコツコツと積み重ねる経験は、何物に
も代えがたい財産になります。それは持って
生まれた才能とは関係なく、
誰にでも挑戦できることです。
自分なりの目標を見つけて退
屈を吹き飛ばしてほしいと考
えています。
「コツコツは勝つコツ（森脇健児）」

〈児童の活躍報告〉
☆第45回宮古ミニバスケ夏季５年生大会
《男子の部 ３位 北・久松小学校》
砂川 玄勝 前里 雄絆 大山 真叶
前里 玲希 ルガリア 士來 深澤 元喜
前里 直生 兒玉 広優

「図書の貸出冊数!!」
○１年合計： ３、０９１冊
○２年合計：３、８５３ 冊
○３年合計：２、５７５ 冊
○４年合計： １、３９１冊
○５年合計：１、８５３ 冊
○６年合計： ８４５ 冊

北小１学期 総貸出数１３、６０８冊

なぜ多くの人が「本を読め」というのか。その
答えは、本を読んだ人にしか分かりません。答え
が知りたくなったら、読書をしてみましょう。



【台風９号通過後の復旧作業における６年生の活躍について】

台風９号が去った後、校内外は折れた木や散乱した葉で乱雑な状態となっていました。
しかし、６年生が１時間にわたり復旧作業に取り組んでくれたおかげで、見違える
ほど綺麗な状態に戻りました。
進んで汗を流し、黙々と作業に励む姿は、まさに「学校の顔」であり、最高学年と
しての頼もしさを強く実感させられました。
６年生の皆さん、そしてご指導いただいた先生方、本当にありがとうございました。


